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環境制御による植物栽培技術の開発

●研究概要

栽培環境を制御して、付加価値のある植物を作り出す
研究しています。特に、局所的な温度調節による植物の成
分制御や、1年性植物の周年栽培技術など、植物工場など
で活用できる技術の基礎研究に取り組んでいます。
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【特許】

1.特許第5971623号：光照射装置、イチゴ栽培システムおよびイチゴ栽培方法

・局所的温度調節による植物の成分制御
栽培温度は植物の生育や構成成分に大きな影響を与
える。そこで、植物の根圏などを局所的に制御することに
より、レタスやニンジンの特定成分を高める研究を行って
いる（論文1, 2, 図1）。

・根菜類の水耕栽培技術開発
水耕栽培は培養液から直接養分を吸収できるため、植物
の生育速度を速めることができるが、肥大根を形成する根
菜類には適していない。本研究では、サツマイモニンジンな
どの根菜類に適した新たな水耕栽培法の開発に取り組んで
いる（論文4,5 , 図2） 。

・1年性植物の周年栽培技術開発
植物工場では１年を通じて栽培環境を自由に制御で

きることから、1年性植物を周年栽培することが可能であ
る。そこで、1年性植物タデアイやイチゴの周年栽培に適
した栽培法の研究を行っている（論文6, 特許1） 。
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図2 主根切断が水耕栽培ニンジンの形状に与える影
響。塊根肥大前に主根を5cm (C5)、 10cm (C10)、
15cm (C15)、の長さに切断するとコントロール
(Control)と比較して塊根の形状が変化した。

図1 培養液温度がレタスの生育に与える影響。培
養液温度を制御して水耕栽培をすると、10℃で栽
培したときには成長は抑制されたが、赤色のアント
シアニンが増加した。

・ストレス誘導による植物の成分制御
植物は自然環境下で様々なストレスに晒されると、それに
対抗するため、新たな二次代謝産物を生産する。この現象
を利用して、植物に温度や光、薬剤、塩など様々なストレス
を加えることで、付加価値の高い二次代謝産物生産を高め
る研究を行っている（論文3） 。


